
平成平成平成平成 22226666 年年年年 9999 月定例会月定例会月定例会月定例会    提出議案の名称と概要提出議案の名称と概要提出議案の名称と概要提出議案の名称と概要    

 

●平成 25年度決算関係 

議案第 44号 平成 25年度北栄町一般会計歳入歳出決算の認定について 

議案第 45号 平成 25年度北栄町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算の認定について 

議案第 46号 平成 25年度北栄町介護保険事業特別会計歳入歳出決算の認定について 

議案第 47号 平成 25年度北栄町住宅新築資金等貸付事業特別会計歳入歳出決算の認定に

ついて 

議案第 48号 平成 25年度北栄町下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について 

議案第 49号 平成 25年度北栄町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算の認定について 

議案第 50号 平成 25年度北栄町風力発電事業特別会計歳入歳出決算の認定について 

議案第 51号 平成 25年度北栄町栄財産区特別会計歳入歳出決算の認定について 

議案第 52号 平成25年度北栄町合併処理浄化槽事業特別会計歳入歳出決算の認定について 

議案第 53号 平成25年度北栄町大栄歴史文化学習館特別会計歳入歳出決算の認定について 

議案第 54号 平成25年度北栄町後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算の認定について 

議案第 55号 平成 25年度北栄町水道事業会計決算の認定について 

議案第 56号 平成 25年度北栄町水道事業会計未処分利益剰余金の処分について 

報告第 6号 平成 25年度決算に基づく健全化判断比率について 

報告第 7号 平成 25年度決算に基づく資金不足比率について 

※ 議案第 44号～第 56号及び報告第 6号、第 7号は「資料 1」による。 

 

●平成 26年度予算関係 

議案第 59号 平成 26年度北栄町一般会計補正予算（第 2号） 

議案第 60号 平成 26年度北栄町国民健康保険事業特別会計補正予算（第 1号） 

議案第 61号 平成 26年度北栄町介護保険事業特別会計補正予算（第 1号） 

議案第 62号 平成 26年度北栄町下水道事業特別会計補正予算（第 3号） 

議案第 63号 平成 26年度北栄町大栄歴史文化学習館特別会計補正予算（第 1号） 

議案第 64号 平成 26年度北栄町水道事業会計補正予算（第 1号） 

※ 議案第 59号～第 64号は「資料 2」による。 

 

●条例制定関係 

議案第 57 号 北栄町町長等の給料の特例に関する条例の一部を改正する条例の制定につ

いて 

固定資産税事務をはじめ一連の不適切な事務処理に対し、監督責任者として自らの

給料の特例減額を行うため、条例の一部を改正するもの。平成 26年 9月の給料につい

て、給料の特例条例により町長 10％、副町長 7%減じたものから、町長 10％、副町長 5％

減じる。（施行日 公布の日） 

 

議案第 58号 北栄町特別医療費助成条例の一部を改正する条例の制定について 

中国残留邦人等の円滑な帰国の促進及び永住帰国後の自立の支援に関する法律及び

母子及び寡婦福祉法の一部改正に伴い、北栄町特別医療費助成条例の改正を行うもの。

（施行日 平成 26年 10月 1日） 1



１

（決算額）

億 万 円

億 万 円

億 万 円

（歳入・歳出の主なもの）

　 （歳入） （歳出）

地方交付税 億 万円 民生費 億 万円

町税 億 万円 総務費 億 万円

地方債 億 万円 公債費 億 万円

国庫支出金 億 万円 土木費 億 万円

県支出金 億 万円 衛生費 億 万円

繰越金 億 万円 教育費 億 万円

※単位未満切捨て

（健全化判断比率）

実質赤字比率 ％（普通会計による比率。7.13％の黒字）

連結実質赤字比率 ％（全会計による比率。11.01％の黒字）

実質公債費比率 ％（H23～H25の3年平均）

将来負担比率 ％

（企業会計の資金不足比率）

北栄町水道事業特別会計 ％

北栄町下水道事業特別会計 ％

北栄町農業集落排水事業特別会計 ％

北栄町合併処理浄化槽事業特別会計 ％

北栄町風力発電事業特別会計 ％

北栄町大栄歴史文化学習館特別会計 ％

２ 国民健康保険事業特別会計

億 万 円

億 万 円

万 円

３ 介護保険事業特別会計

億 万 円

億 万 円

万 円

４ 住宅新築資金等貸付事業特別会計

万 円

万 円

△ 万 円歳入歳出差引額 3,009 6,690

歳 出 総 額 3,790 4,492

歳 入 総 額 780 7,802

歳入歳出差引額 3,685 5,165

歳 出 総 額 15 8,816 9,058

歳 入 総 額 16 2,502 4,223

2.1

－

歳入歳出差引額 301 2,172

歳 出 総 額 19 7,816 9,510

－

－

－

歳 入 総 額 19 8,118 1,682

5 1,219

7 4,600

－

16.4

126.7

5 8,219

21 3,05637 7,654

－

－

13 3,861

2 3,377

13 8,596

歳 出 総 額 74 911 2,379

歳入歳出差引額 4 4,573 214

歳 入 総 額 78 5,484 2,593

資料1

一般会計

平 成 ２ ５ 年 度 決 算 の 概 要

4,3386

10

5

6,896

5,192

8 2,712
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５ 下水道事業特別会計

億 万 円

億 万 円

△ 万 円

６ 農業集落排水事業特別会計

万 円

万 円

円

７ 風力発電事業特別会計

億 万 円

億 万 円

万 円

８ 栄財産区特別会計

万 円

万 円

万 円

９ 合併処理浄化槽事業特別会計

万 円

万 円

円

10 大栄歴史文化学習館特別会計

万 円

万 円

万 円

11 後期高齢者医療事業特別会計

億 万 円

億 万 円

万 円

12 水道事業会計

（収益的収支）

億 万 円

億 万 円

万 円

（資本的収支）

万 円

億 万 円

△ 1 億 万 円差 引 2,568 9,355

支 出 合 計 2 1,124 5,971

収 入 合 計 8,555 6,616

差 引 4,478 6,423

支 出 合 計 2 653 1,475

収 入 合 計 2 5,131 7,898

歳入歳出差引額 39 7,170

歳 出 総 額 1 4,244 5,417

歳入歳出差引額 393 6,193

歳 入 総 額 1 4,284 2,587

歳 入 総 額 4,940 4,059

歳 出 総 額 4,546 7,866

歳入歳出差引額 0

歳 出 総 額 644 5,707

歳 入 総 額 644 5,707

歳入歳出差引額 43 6,042

歳 出 総 額 47 3,243

歳 入 総 額 90 9,285

歳入歳出差引額 8,021 1,446

歳 出 総 額 4 1,105 4,277

歳 入 総 額 4 9,126 5,723

歳入歳出差引額 0

歳 出 総 額 1,778 2,000

歳 入 総 額 1,778 2,000

歳入歳出差引額 703 3,197

歳 出 総 額 12 1,223 5,799

歳 入 総 額 12 520 2,602
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１
．

健
全

化
判

断
比

率
の

状
況

１
．

健
全

化
判

断
比

率
の

状
況

１
．

健
全

化
判

断
比

率
の

状
況

１
．

健
全

化
判

断
比

率
の

状
況

（
単
位
：
％
）

実
質
赤
字
比
率

連
結
実
質
赤
字
比
率

実
質
公
債
費
比
率

（
前
年
度
）

将
来
負
担
比
率

（
前
年
度
）

資
金
不
足
比
率
(
下
水
道

事
業
特
別
会
計
）

（
前
年
度
）

該
当

な
し

該
当

な
し

1
6
.
4

（
1
8
.
2
）

1
2
6
.
7

（
1
3
2
.
9
）

2
.
1

(
 
2
.
0
 
)

（
単
位
：
％
）

1
4
.
7
9

1
9
.
7
9

2
5
.
0

3
5
0
.
0

2
0
.
0

2
0
.
0
0

3
0
.
0
0

3
5
.
0

◎
用

語
の

説
明

◎
用

語
の

説
明

◎
用

語
の

説
明

◎
用

語
の

説
明

○
早

期
健

全
化

基
準

・
・
・
こ

の
基

準
を

い
ず

れ
か

の
比

率
が

超
え

る
と

、
財

政
健

全
化

計
画

を
定

め
自

主
的

な
改

善
努

力
に

よ
り

健
全

化
を

図
り

ま
す

。

○
財

政
再

生
基

準
・
・
・
こ

の
基

準
を

い
ず

れ
か

の
比

率
が

超
え

る
と

、
財

政
再

生
計

画
を

定
め

国
の

関
与

に
よ

り
再

生
を

図
り

ま
す

。

○
標

準
財

政
規

模
・
・
・
地

方
自

治
体

の
一

般
財

源
の

標
準

的
な

大
き

さ
を

示
し

ま
す

。
「
標

準
税

収
入

額
」
＋

「
普

通
交

付
税

」
＋

「
臨

時
財

政
対

策
債

」

市
区
町
村
名

北
栄

町

早
期
健
全
化
基
準

財
政
再
生
基
準
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２
．

要
因

と
今

後
の

見
通

し
２

．
要

因
と

今
後

の
見

通
し

２
．

要
因

と
今

後
の

見
通

し
２

．
要

因
と

今
後

の
見

通
し

実
質
公
債
費
比
率

○
減

少
の

要
因

○
今

後
の

見
通

し

将
来
負
担
比
率

○
減

少
の

要
因

○
今

後
の

見
通

し

資
金
不
足
比
率
（
下
水
道
事
業
特
別
会
計
）

・
債

務
負

担
行

為
に

係
る

支
出

の
減

少

・
基

準
財

政
需

要
額

に
算

入
さ

れ
た

公
債

費
の

増
加

　
地

方
債

の
現

在
高

等
、

将
来

負
担

す
べ

き
債

務
を

標
準

財
政

規
模

と
比

較
す

る
こ

と
に

よ
り

、
将

来
負

担
の

程
度

を
示

し
ま

す
。

　
こ

の
比

率
が

高
い

場
合

は
、

一
般

財
源

の
規

模
に

比
べ

て
将

来
負

担
額

が
大

き
い

と
い

う
こ

と
に

な
り

、
今

後
実

質
公

債
費

　
比

率
が

増
大

す
る

こ
と

に
よ

っ
て

、
財

政
運

営
上

問
題

が
生

じ
る

可
能

性
が

高
く

な
り

ま
す

。

　
平

成
2
2
年

度
を

ピ
ー

ク
に

元
利

償
還

金
は

減
少

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
実

質
公

債
費

比
率

も
減

少
し

平
成

2
7
年

度
に

は
1
6
％

未
満

に
な

る
見

込
み

で
す

が
、

比
率

増
減

の
要

因
と

な
る

普
通

交
付

税
や

下
水

道
事

業
債

へ
の

繰
出

な
ど

が
見

込
み

ど
お

り
に

推
移

す
る

か
に

つ
い

て
は

十
分

注
意

が
必

要
で

す
。

ま
た

、
増

加
要

因
と

し
て

鳥
取

中
部

ふ
る

さ
と

広
域

連
合

主
体

の
大

型
事

業
が

控
え

て
い

る
な

ど
、

新
た

な
借

金
を

な
る

べ
く

抑
え

る
な

ど
引

き
続

き
改

善
の

取
り

組
み

を
進

め
ま

す
。

　
将

来
負

担
の

主
な

要
素

で
あ

る
一

般
会

計
及

び
下

水
道

事
業

特
別

会
計

の
起

債
残

高
が

今
後

減
少

し
て

い
く
予

定
で

す
の

で
、

そ
れ

に
伴

い
将

来
負

担
比

率
も

減
少

し
て

い
く
見

込
み

で
す

。

・
一

般
会

計
、

下
水

道
事

業
特

別
会

計
起

債
残

高
の

減
少

・
鳥

取
中

部
ふ

る
さ

と
広

域
連

合
が

起
こ

し
た

地
方

債
の

償
還

に
充

て
る

負
担

残
高

の
減

少

　
一

般
会

計
等

の
実

質
赤

字
に

あ
た

る
も

の
で

あ
り

、
公

営
企

業
に

お
け

る
資

金
不

足
の

状
況

を
示

し
ま

す
。

　
こ

の
比

率
が

高
く

な
る

ほ
ど

事
業

規
模

に
比

し
て

累
積

さ
れ

た
資

金
不

足
が

発
生

し
て

お
り

、
経

営
状

況
に

問
題

が
あ

る
こ

と
に

な
り

ま
す

。

　
資

金
不

足
の

う
ち

、
将

来
の

料
金

収
入

等
で

解
消

す
る

こ
と

が
予

定
さ

れ
て

い
る

部
分

は
、

資
金

不
足

額
か

ら
差

し
引

い
て

計
算

さ
れ

ま
す

。

○
北

栄
町

の
状

況

○
今

後
の

見
通

し

　
特

別
会

計
の

実
質

収
支

が
赤

字
に

な
っ

て
お

り
、

資
金

不
足

比
率

が
算

出
さ

れ
て

い
ま

す
。

　
収

益
か

ら
費

用
を

控
除

し
た

額
が

昨
年

度
よ

り
も

減
少

し
た

こ
と

に
よ

り
資

金
不

足
解

消
可

能
額

が
減

少
し

た
た

め
、

比
率

は
0
.
1
％

増
加

し
て

い
ま

す
。

　
平

成
2
4
年

度
で

事
業

は
完

了
し

ま
し

た
が

、
起

債
の

償
還

は
今

後
も

続
く
た

め
、

引
き

続
き

資
金

不
足

の
状

態
が

続
く
見

込
み

で
す

。

　
一

方
、

起
債

残
高

の
減

少
に

よ
り

資
金

不
足

解
消

可
能

額
は

増
加

す
る

と
見

込
ま

れ
、

比
率

を
引

き
下

げ
る

要
因

と
な

る
見

込
み

で
す

。

　
公

債
費

や
公

債
費

に
準

じ
た

経
費

を
標

準
財

政
規

模
と

比
較

す
る

こ
と

に
よ

り
財

政
の

硬
直

化
を

示
し

ま
す

。

　
こ

れ
ら

の
経

費
は

削
減

し
た

り
、

先
送

り
す

る
こ

と
の

出
来

な
い

最
も

義
務

的
な

経
費

な
の

で
、

こ
の

比
率

が
高

ま
る

と

　
財

政
の

弾
力

化
が

低
下

し
、

他
の

経
費

を
削

減
し

な
い

と
収

支
が

悪
化

し
赤

字
団

体
に

な
る

可
能

性
が

高
ま

り
ま

す
。
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◎
健

全
化

判
断

比
率

の
対

象
に

つ
い

て
◎

健
全

化
判

断
比

率
の

対
象

に
つ

い
て

◎
健

全
化

判
断

比
率

の
対

象
に

つ
い

て
◎

健
全

化
判

断
比

率
の

対
象

に
つ

い
て

一
般

会
計

普
通

会
計

特
別

会
計

←
住

宅
新

築
資

金
等

貸
付

事
業

←
国

民
健

康
保

険
事

業

←
後

期
高

齢
者

医
療

　
公

営
事

業
←

介
護

保
険

事
業

　
会

計
←

上
水

道
事

業

う
ち

←
下

水
道

事
業

公
営

企
業

←
農

業
集

落
排

水
事

業

会
計

←
合

併
処

理
浄

化
槽

事
業

←
風

力
発

電
事

業

←
大

栄
歴

史
文

化
学

習
館

事
業

資 金 不 足 比 率

鳥
取

中
部

ふ
る

さ
と

広
域

連
合

　
鳥

取
県

町
村

職
員

退
職

手
当

組
合

　
鳥

取
県

後
期

高
齢

者
医

療
広

域
連

合

北 栄 町

【
普

通
会

計
】

地
方

財
政

統
計

上
、

統
一

的
に

用
い

る
会

計
区

分
。

全
会

計
か

ら
公

営
事

業
会

計
を

除
い

た
も

の
。

実 質 赤 字 比 率

連 結 実 質 赤 字 比 率

実 質 公 債 費 比 率

将 来 負 担 比 率
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■９月定例議会提出補正予算

１ 一般会計補正予算（第２号）

（主な歳入）

普通交付税 千円

国庫支出金・県支出金 △ 千円

ふるさと北栄基金寄附金 千円

前年度繰越金 千円

（主な歳出）

財政調整基金積立金 千円

ふるさと北栄基金事業 千円

庁舎太陽光発電設備設置工事 △ 千円

大栄庁舎屋上・外壁防水工事 千円

公共施設等総合管理計画作成事業 千円

観光振興事業 千円

感染症等予防事業 千円

販売強化活動事業 千円

道路維持管理事業 千円

大栄中学校プール改築事業 千円

(財政調整基金の状況）

前年度末残高 千円

1号補正後残高 千円

 2号取崩額(△) 千円

 2号積立額 千円

現在高 千円

２ 国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）

現計予算額 1,927,485千円　　補正額 35,352千円　　補正後の額 1,962,837千円

（補正の内容）　療養給付費等負担金返還金の増

３ 介護保険事業特別会計補正予算（第１号）

　（補正の内容） 繰越金の計上、国庫支出金等返還金の増

４ 下水道事業特別会計補正予算（第３号）

　（補正の内容） 配水管・圧送管本設工事費の増

５ 大栄歴史文化学習館特別会計補正予算（第１号）

　（補正の内容） 委託料、工事請負費の増

６ 水道事業会計補正予算（第１号）

　（補正の内容） 職員共済組合負担金の増

　（補正の内容） 移転工事費の増

1,245,295

1,258,734

0

398,727

　現計予算額 　51,009千円　 補正額　3,937千円　 補正後の額　54,946千円

　現計予算額 1,624,389千円　　補正額 32,937千円　　補正後の額 1,657,326千円

1,657,461

収益的支出　現計予算額 249,176千円　補正額  53千円　補正後の額 249,229千円

資本的支出　現計予算額 234,770千円　補正額 13,745千円　補正後の額 248,515千円

　現計予算額 1,263,332千円　　補正額 6,042千円　　補正後の額 1,269,374千円

資料2

平成２６年９月定例議会補正予算（案）概要

　現計予算額7,297,075千円　　補正額558,049千円　　補正後の額7,855,124千円

399,457

17,872

166,685

36,580

398,727

62,649

304

28,500

17,786

8,294

51,300

8,232

5,400

2,259
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